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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞　

· 本日１９時より八戸公民館にて4病院合同研修会が行われます。夜勤の方以外全員参加です。協力お願いします。

　　　

· 細越　国雄様、田端　玲子様、松田　信夫様を青仁会祭りの時外出させる際はそれぞれ、スタッフ１名ずつついて参加となります。３名だけに気を取られず、全体的に観察するよう、よろしくお願いします。

· 長根　矢一様、担当医千葉良Ｄｒ、副担当医、院長先生になります。

· 長坂　才次郎様の夜間の排泄方法について話し合っています。現在放尿ある際、もぞもぞと自分で動かれる為その前にスタッフが気付き尿器を持っていくということでしたが、実際にはタイミングが合わず、放尿されてしまう状況です。リハビリパンツでは性器を露出しやすく放尿してしまうリスクが高くなるということで、テープタイプのオムツ、パットを使用していき様子見ていく予定です。これで改善されない場合は再検討していきます。

＜受け持ち患者様評価、検討＞
・高森清八様
経口摂取に変わってから水分が思うように摂れないためか、排便状態が悪いです。腸グル音微弱で腹部マッサージ、水分摂取促しています。拒否的となることがありますが、必要性を説明し、なるべく、経口摂取して頂くよう、スタッフの方お願いします。拒否が強い場合は、時間を置いて再度促してみたり嗜好のもので試して見るなど、工夫していきましょう。ケアプラン⑥⑦追加しています。

＃１．経口摂取時誤嚥の恐れがある。

Ｐ１．咀嚼をしてから嚥下が出来る。

①経口摂取　　８:００　アイソジェントロミ４００ｍｌ

　　　　　　　　　　１２:００　トロミミキサー食２膳　　３００Kcal

　　　　　　　　　　１８:００　アイソジェントロミ４００ｍｌ

②摂取時の評価

③拒否が強く経口摂取困難な場合は、時間を空ける。又は嗜好品の物を出してみる。

④１０:００、１５:００ポカリ寒・お茶寒での水分摂取の促し

⑤バイタルサインの測定

⑥水分摂取状況の観察

⑦排便状態の観察（グル音・腹満・など）排便ない場合は、水分摂取・腹部マッサージ・運動促し

・三浦一男様

水分摂取時のみ軽度のむせ込み見られる事から液体の物を摂取して頂く際はトロミをつけていき

誤嚥性肺炎に留意していきましょう。

＜勉強会：入浴介助時の観察＞

· 入浴チェク表に体重測定日には体重を、他入浴したら○、しなかったら×と、その理由を記載する。入浴しなかった場合でも体重は測定する。　　

· 更衣していない患者さまに指導する。

· 衣類を業者に出す場合は、衣類に患者様の名前が書いてあるか確認する。

・　　介助が必要と判断されたら介助する。またカンファレンスで解決策を話し合うようにする。

· 全身状態を観察し全身に異常が見られた場合主任、副主任、不在の時はリーダーに報告し、医師への報告を依頼する。（外傷、腫脹、出血、皮膚の状態）

· 自立、反介助、介助に区別して介助、援助をする。

· 立位困難な患者様は椅子に座らせる。　　　　　

· 患者様が脱いだ衣類は家族選択・業者選択・自己管理に処理する。

· 洗髪の際は頭部の観察（外傷・出血・脱毛など）を行い、体を洗う時は、皮膚の観察（外傷・出血など）を行う。耳の中も忘れずに観察する。

· 浴槽に入っている時も眼を離さない。（特に、自殺企図・てんかんの既往がある患者様）

· 床が滑りやすくなっている為転倒に留意する。

· 血圧変動のある患者様の場合、起立時下眩暈に注意し介助する。

· 皮膚の乾燥がひどい時は、六十０ハップは使用しない。（乾燥する為）

· 衣類の準備をきちんと行ってから入浴していただく。（時間のロスを省く為）

